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世界100ヶ国以上2,500社を超える企業が
AppDynamicsを導入している理由

十分な性能と適切なシステム構成を
両立させてコストを削減したい

顧客や製品ごとのビジネス状況を
リアルタイムで把握したい

障害や性能低下からの復旧時間を
大幅に短縮したい

顧客からクレームが上がる前に
予兆を検知して、素早く対処したい

＊ロンドン大学ゴールドスミス・カレッジ : App Attention Span（アプリへの関心持続についての調査

＊世界300社以上のお客様からヒアリングした実際の改善数値をベンチマークとして保守的においた改善率

原因はアプリケーションのパフォーマンスの低下

86%

アプリのパフォーマンスが
悪いと一度使っただけで
アンインストールをした

経験がある

74%

画面が5秒以内に
表示されなければ

そのウェブサイトから
去っていってしまう

あなたのお客様は貴社のサービスレベルに
満足していますか?

数秒のレスポンスの遅延や障害発生が
企業の莫大な損失と信頼の失墜につながります

AppDynamicsを活用することで 
具体的で測定可能な費用対効果をお届けします

デジタル・ビジネス時代のエンドユーザーの性向

テクノロジーの高度化につれて、ユーザーの許容できるスピードも高速化してきています

世界300社以上のお客様からヒアリングした実際の改善

AppDynamicsはアプリケーションの
ライフサイクル全般に渡って活用できます

対象部門 削減、効率化対象となる数値 平均的改善率＊

開発
AppDynamicsによりリリース前テストの効率が上がる割合（%） 30%  ↑
開発者が性能テスト時に修正・調整に費やす時間の削減率（%） 50%  ↓

DevOps

本番環境での問題における、MTTRやRCAに要する時間の削減率（%） 75%  ↓
開発者が本番での問題発生時に 障害回復に関与する時間の削減率（%） 50%  ↓
コードチューニングすることでアプリケーションが高速化し、その結果
サーバーのプロビジョニングを抑制できることによる コスト削減率（%） 25%  ↓

運用

対応しなくても済むアラートの減少率（%） 35%  ↓
アラートや閾値の調整管理にとられる時間の削減率（%） 60%  ↓
本番環境における性能問題の削減率（%） 30%  ↓

ビジネス アプリケーションの性能低下を食い止められる時間の割合（%） 70%  ↑

結合テスト、性能テストを効率化し、納期と品質を両立させる

開発

新規
リリース

ビジネス

定常運用
リリース後

以前のバージョンとの
性能比較をすることで、
新規リリースの成功判定や
切り戻しの判断ができる

リリースが安定するまでの間、
不具合箇所を迅速に特定し、
修正することで早期に安定稼動をさせる

継続的な性能改善とともに、
経年による性能劣化の原因を
つきとめる

システム性能とビジネス性能の
相関を分析し、その貢献を
リアルタイムに共有する

新リリースの企画・立案、他アプリケーションへの全社展開をすることで、
お客様のビジネスの継続的な改善と成長をサポートします
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エンドユーザー体感監視 アプリケーション性能監視 インフラストラクチャ監視

ユーザー側の端末やモバイルアプリが原因? アプリケーションコードが原因? データベースのアクセスが原因?

収 集 さ れ た 性 能 指 標 や ト ラ ン ザ ク シ ョ ン・デ ー タ を リ ア ル タ イ ム 処 理 す る 、ス ケ ー ラ ブ ル で 高 速 な デ ー タ 基 盤

ベースラインiQ

リアルタイムダッシュボードの例

AppDynamics
コントローラーサーバー

（オンプレミス/SaaS両方に対応）

ユーザーインタフェース

AppDynamics
監視エージェント

顧客インサイトを獲得
いつどこでどのようにユーザーがアプリケーションを利用しているかを把握

ビジネスインパクトを可視化
アプリケーション性能の悪化によりどれくらいのビジネスインパクトがあったかを数値で可視化

リアルタイムに監視
アプリケーションの性能をユーザーの期待通りの動作をしているかを確認

Web、モバイル、IoT Java、.NET、PHP、Go 
Node. js、Python、C++

サーバー、OS、DB
ネットワーク

役割別、目的別のわかりやすいダッシュボードで異常を表示したら、

数クリックで問題箇所の詳細性能データまでドリルダウン。

初動時間を短縮し、迅速な問題特定に貢献します

アプリケーション構造の自動可視化 閾値を管理し予兆を検知 原因を発見して対処 ビジネス状況を把握
刻々と変 わるレ ス ポンス 性 能 の 変化を自己学習しながら、
動的にシステムパフォーマンスと ビジネスパフォーマンスの
閾値を調節するエンジン。また、異 常値が頻発する指標には
ヘルス・ルールを自動設定して監 視 を 強 化 する の で 、ユ ー
ザーが影響を受ける前に事前に問 題を調査することができ、
予兆監視にも威力を発揮

オンプレミス、クラウド、またはハイブリッド環境や、外部接続先
との A P I をも含 むアプリケーション の 全 体 関 連 図 をダッシュ
ボードに自動描画する可視化のためのエンジン。コードに手を
加えることなく複雑なアプリケーション内やアプリケーション間の
通信をリアルタイムに把握

プログラムコードに手を加えることなく、クラス、メゾットの呼び
出し関係を可視化し、性能問題や障害発生時にはプログラム、
データベース、インフラ指 標を1 パックにして保 存 することで
原因を迅速に特定するためのエンジン

A p p D y n a m i c sのエージェントが収集する、エンドユーザー、
アプリケーション、インフラそれぞれの指標やトランザクション・
データを基に、全社各部門で利用可能な、リアルタイムのビジネス
性能を分析するためのエンジン

エ ン ド - t o - エ ン ド の モ ニ タ リ ン グ を 実 現 す る A p p D y n a m i c s の ア ー キ テ ク チ ャ ー
AppDynamicsは、全ての機能が単一 の共 通プラットフォーム上で実 現されているため、エンドユーザー体 感 か   ら アプリケーション、インフラストラクチャまで、

トランザクションに関連付けて全ての監視情報を保持して、ボトルネック箇所を迅速に特定することができます。

ユーザーインタフェース：開発、運用、ビジネス部門（BizDevOps）の共通言語として、誰にでもわかりやすく可視化   された画面から、全ての操作が可能です。

コントローラーサーバー：全ての監視データを集約して、活用したい切り口に応じて抽出するAppDynamicsの  心臓部。SaaSまたはオンプレミスでの設置が可能です。

監視エージェント：エンドユーザー体 感 監 視（Web、モバイル、IoT）、アプリケーション性能監視、インフラストラ   クチャ監視（サーバー、OS、DB、ネットワーク）から構成されています 。

マップiQ ダイアグノスティックiQ ビジネスiQ
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ビジネス変化を迅速に捉え、より高頻度で新リリースを投入するDevOpsの取り組み。スピードと品質の両立が求められ、新リリースが
ビジネスに貢献していることを証明しなければなりません。AppDynamicsはCI/CDツールとの連携や、迅速なリリース判定、システムと
ビジネスの性能向上確認などを通じて、Dev-Opsの緊密なコラボレーションを支援します。

パブリック・クラウドの台頭に加え、プライベート・クラウドやオンプレミスを適材適所で組み合わせたマルチ/ハイブリッド・クラウド
構成が、ミッション・クリティカルなアプリケーションでも実現されてきています。構成の変更や移行に伴うアプリケーション性能の保証、
複数環境をまたがるアプリケーションの一元的可視化、スケールアウト/バースト/サーバーレスコンピューティングへの対応など、
メリットを享受するために乗り越えるべき複雑性を、AppDynamicsがサポートします。

監 視 サ ー バ をSaaSに す る メ リ ッ ト：AppDynamicsのSaaSコ ン ト ロ ー ラ ー
は、クラウドにおける監視へのニーズに柔軟に対応。コントローラー自身の
高速なプロビジョニング、監視対象数が増えた時のコントローラーのスケール
アウトで運用監視におけるユーザー側の負担を削減し、ユーザーシステムの
クラウド化を支援

各種クラウド・サービスのサポート：各クラウド・プロバイダーが提供する
IaaS上 の シ ス テ ム は も ち ろ ん の こ と、AWS、AzureのPaaSの 専 用 監 視 機能
も提供。マルチクラウドにおける一元的な監視プラットフォームとしての役割
を提供

ク ラ ウ ド 移 行 を 支 援：移行前後のアプリケーションとビジネス性能を計測
することで、移行のインパクトを正確に把握

独立した開発、デプロイを可能にするアプリケーションのマイクロサービス化が進む一方で、それがシステム全体性能にどのように作用
し、影響を及ぼしているかを掴むことは困難になってきています。AppDynamicsはマイクロサービスそのものの性能を測定する
一方で、インフラ性能、ビジネス・サービス（コンテキスト）単位の性能、エンド-to-エンドのアプリケーション全体性能等を紐づけて監視
することで、開発スピードを損なうことなく高品質なリリースを実現します。

こ れ ま で の 性 能 監 視 ツ ー ル の 扱 い づ ら さ の １ つ に、適 切 な 閾 値 の 設 定 と 維 持 管 理 に 手 間 が か か る と い う 点 が あ り ま し た。 
AppDynamicsは、当初より性能の自己学習機能を持ち、時間軸に応じて動的に閾値を変化させるベースライニングを搭載してきました。
最新版からはここに機械学習を搭載し、さらに精緻な傾向学習と予測機能を持っています。将来的にはセルフ・ヒーリング、セルフ・レメ
ディエーションを視野に入れ、アプリケーション、クラウドインフラ、ネットワークのみならず、脅威からの防御などの連携機能を司る
AIOPs（人工知能による運用系）を実現していきます。

エンド-to-エンドの可視化：トランザクション・フローマップによりリクエストが
処理されるサービスの流れを自動的に可視化し、問題箇所を簡単に特定

コンテナ・レベルの監視：インフラ監視のエージェントは、コンテナの入れ
替わりが発生しても継続的にコンテナのインフラ・リ ソ ー ス を ト ラ ッ キ ン グ

CI/CDに組み入れやすいエージェント：変更の多いマイクロサービスにおける
監視エージェントのインストール負荷を削減

エ ン タ ー プ ラ イ ズ 向 け のKubernetes監 視：１つ の ツ ー ル でKubernetesの
監視に必要なデータの収集、Web画面上のレポーティングや分析、アクセス
制御を提供。オープンソースのツールを組み立てるよりもシンプルかつスピー
ディーに監視を開始

能 動 的 に 問 題 を 検 知：平 常 時 の 性 能 や ビ ジ ネ ス 指 標 を 学 習 す る こ と で、
様 々 な 角 度 か ら の 異 常 検 知 を 実 現

自 動RCA（Root Cause Analysis）：ア プ リ ケ ー シ ョ ン の レ ス ポ ン ス に 影 響 を
及ぼしたインフラ性能の問題を自動的に特定

自動修正アクション：自動RCAの解析結果を受けて修正アクションを自動化
ServiceNow、PagerDuty等 - インシデント管理との自動連携
Kubernnetes、Turbonomic等 -ワークロードの自動変更
Slack、Webex Teams等 - チームコラボレーションとの連携
Cisco ACI等 - SDNによるネットワーク構成変更との連携

マイクロサービス

マルチクラウド

機械学習 そしてAIOPs へ 

新規リリース・トランザクションの自動監視：自動的に新規のトランザクション・
フローを発見し、性能監視を開始。リリース頻度の速いDevOpsにおいて運用
負担を大幅に削減

開発チームにボトルネック箇所の情報を提供：本番環境でリアルタイムに収集
されるアプリケーション・リクエストの証跡 データをもとに、開発へのフィード
バックをより早く・正確・効率的に実施

リリースの効果をビジネス・メトリックスで把握：アプリケーションからビジ
ネス・メトリックスをリアルタイムに収集。新規リリースのビジネス貢献度を
数値として把握し、確実にビジネスへ貢献するためのアジャイル開発を支援

負荷テストの効率化：低負荷なエージェントのため、負荷テスト中にも適用可能。
遅延リクエストの診断情報を自動的に収集し、それにより迅速にボトルネック
を特定

企業における中枢神経系を構成するAIOPs

オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

AppDynamicsの活用シーン

開 発

運 用
ビジネス

テスト効率化で
アジャイル開発の促進

リリース性能
比較 ビジネス変化を

数値化

オンプレミス

パブリック
クラウド

プライベート
クラウド

あらゆる企業におけるビジネス活動は、すでにソフトウェア無しでは遂行できなくなっています。

さらに、ビジネスのデジタル変革が叫ばれる中、アプリケーションの開発はよりアジャイル化し、社内外との

接続対向先は増え続け、インフラもまた柔軟性を確保するためにクラウド化は当然の選択肢となっています。

これらのテーマに取り組むにあたり、従来は個別に最適な手法やツールが各部門に選択され、実現されて

きました。その結果システム環境と運用管理はより一層複雑となり、本来の目的であるデジタル変革に向けて、

各部門がシステムの共通理解をすることが困難となってきています。

AppDynamicsは、この複雑性を可視化し、ビジネス部門、開発部門、運用・基盤部門に横断的な共通言語として

理解する手段を提供することで、目的とするデジタル変革をよりスピーディーに、継続的に実現するお手伝い

をいたします。

パブリック
クラウド

プライベート
クラウド

変更を反映して 変化を測定する
フィードバック・ループ

洞察をする可視化する アクションを起こす

アラート
の発報

統合された
ダッシュボード

情報を関連付ける
ためのエンジン

機械学習/
人工知能

アクション系
へのAPI

ネットワーク構成の変更

リソースの
オートスケーリング

インシデントへの対応

コスト最適化

Kubernetes

時
系
列
の
イ
ベ
ン
ト
デ
ー
タ

アプリケーション 
及びビジネスデータ

インフラストラクチャ

ネットワーク

セキュリティの適用と
自動防御

セキュリティ
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● Seleniumベースのテストスクリプトを使用して
フォームの送信、ユーザー操作を含む完全なカス
タマー・ジャーニーをシミュレートし、複数画面
にまたがるワークフロー全体を測定

● メトリックスを収集し、すべての画面における
ユーザーエクスペリエンスをトラッキング

● Webサイトおよびサードパーティ・サービスが、
稼働中の応答性能、機能性および可用性に関わる
SLAを充足していることを確認

● 競合他社のWebサイトのベンチマークや業界基準
を使用してサイトの相対的なパフォーマンスを
比較することで市場での優位性を維持

● モバイル・アプリが実行するネットワーク・リクエ
ストを捉え、性能を把握。サーバー側のトランザク
ションの監視と組み合わせることでエンド-to-
エンドの可視化を実現 

● ユーザーのスマートフォン上で発生したアプリ
ケーションのクラッシュの詳細情報を収集し、
端末側で発生した問題の原因の特定が可能

顧客満足度やユーザー生産性の

向上のために

アプリケーションのユーザーは、Webブラウザやスマートフォンから企業システムを利用しています。

ブ ラ ウ ザ や デ バ イ ス の 種 類（PC、タ ブ レ ッ ト 等 ）、ス マ ー ト フ ォ ン の メ ー カ ー、OS、通 信 キ ャ リ ア、居 住

地域など、アプリケーションを活用してより多くのユーザーを得ようとすればするほど複雑な要素が

絡み合い、どんなユーザー体験をしているか、またその真の原因が何かまでを知ることはできません。

エンドユーザー体感監視は、ユーザーが直面した全てのビジネストランザクションをトラッキングし、

動作が完璧であるかどうか把握し、問題がある場合は真の根本原因が端末側にあるのか、サーバー /アプリ

ケーション側にあるのかをピンポイントで判別して問題を迅速に取り除くことを可能にします。

ブラウザ ユーザー監視

● Webペ ー ジ、Ajax、iFrames等 の 動 作 状 態 と
性能を可視化

● ブラウザからJavaScriptエラーを収集し、問題の
あるJavaScriptコードと発生状況を確認可能

● Webペ ー ジ の 性 能 問 題 を、ネ ッ ト ワ ー ク 接 続、
サーバー処理、外部コール、ブラウザ側処理等に
分類して分析

モバイル ユーザー監視

シンセティック・レスポンス監視

EUM ユーザー体感監視

全てのWebユーザーのリクエストの詳細なロードタイム分析を提供し、

▶ エンドユーザーが体感しているパフォーマンスを可視化
シンセティック・エージェントをリモートで一括管理して自在にWebアクションを実行し、

▶ プロアクティブにWebサイトの可用性とパフォーマンスをテスト

モバイル・アプリの利用状況やクラッシュ情報を自動的に収集し、

▶ ユーザーのモバイル・アプリ体験を理解して性能改善を促進
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ア
プ
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ビジネス、サービス、システムの全体を統一された

プラットフォームでリアルタイムに監視

性能劣化や障害発生原因を迅速に特定します。

プログラムコードに一切手を加えることなくアプリケーション・サーバーに監視エージェントを配置して

再起動するだけで、自動的に全ユーザー、全トランザクションの監視を開始します。トランザクションに

タグ付けをしてアプリケーション間の相互関係や外部コールやDBコールを自動認識して、各トランザク

ションのコール数やレスポンス・タイムなどの性能指標をコントローラーサーバー上に送りま す。ま た、

ビジネスiQが必要とするトランザクションデータを同時取得してリアルタイムのビジネス分析を可能に

します。 

自動アプリケーション・フローマップ描画

自動ベースライニング

APM アプリケーション監視

ダイアグノスティックス（問題分析）

● ユーザーのトランザクションをもとに、アプリ
ケーションの構成や依存関係、DBやキュー、Web
サービスなどの外部接続をリアルタイムに可視化

● オンプレミス、クラウド、ハイブリッドの何れの
システム構成でも一元的に把握することが可能

● 過去5分から、1年間分の範囲で実際のトランザク
ションの流れとアプリケーション間通信を表現

● 収集されたパフォーマンス・メトリックスを機械
学習し、過去の性能トレンドを表すベースライン
を自動的に作成。これにより“いつも”の性能から
の逸脱を検知し、動的なアラート監視を実現

● ビジネス・メトリックスを含むAppDynamicsに
収集されたあらゆるメトリックスに対してベース
ラインが作成され、動的なアラート監視が適用
可能

● ServiceNow、Jira、JP1等 と の 連 携 も 可 能 な
アラートにて、顧客が気づく前に問題を察知

● ユーザーリクエスト・レベルでアプリケーションの
フローをトレースし、スナップショットを取得

● リクエスト・フローマップからのドリルダウンで、
すぐに問題のアプリケーション・コード、データ
ベース・コール、インフラストラクチャ性能を
確認可能

● 特許取得済みのアルゴリズムと機械学習を使用
して、パフォーマンス低下時に自動的に診断機能を
有効化。これによりシステム・オーバーヘッドを
最小化し、通常は開発時にしか取得できないよう

な診断情報を本番環境でも取得が可能

エージェントを監視対象のアプリケーション稼働環境にインストールするだけで、

▶ 監視対象のシステム全体の相関図を自動的に作成

平常時のパフォーマンスを学習して閾値を自動設定し、

▶ 平常時のパフォーマンスからの逸脱を検知

スローダウン時に実行された処理（プログラムコード）のスナップショットを自動取得し、

▶ 問題の事象を再現させることなく原因究明が可能

ダブルクリック
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Infrastructure
イ
ン
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データベース監視

サーバー、OS監視

● データベース・サーバー自身には変更を加えずに
データベースの性能情報の分析と監視が可能。
リモートに置かれたエージェントがデータベース
の性能情報を収集 

● 複数データベースを１つのエージェントでサポート
（ O r a c l e 、S Q L  S e r v e r 、A m a z o n  R D S 、A z u r e 

S Q L 、S y b a s e  A S E 、S y b a s e  I Q 、M y S Q L 、
PostgreSQL、DB2 LUW、MongoDB等） 

● リソースの消費、実行計画、待機状態、ユーザー
セッション等のデータベースにおける主要な
指 標 を 自 動 的 に 監 視。AppDynamicsの ベ ー ス
ライン機能により“いつも”と異なる動きを検知し、
エンドユーザーに影響を与える前に予防的に調整
と修正が可能

● サーバー資源の指標やOSのプロセス情報を、アプリ
ケーションを流れるトランザクションとリンク
させることで、ダッシュボードからのドリルダウン
だけで真の問題点を発見可能

● Kubernetesなどの最新のコンテナ環境の監視を
サポート

ネットワーク監視

● アプリケーション性能がネットワークに影響を
受けたかを把握

● ネットワーク機器へエージェントをインストール
することなく、アプリケーション間のネットワーク
状態を測定。そのためクラウドでも利用可能

● レイテンシ、輻輳、パケットロスなどの増加を可視化

● 分散されたマイクロサービス環境においてネット
ワークの問題を素早く切り分け

システム基盤の性能監視        

クラウド、オンプレミス、ハイブリッド 

環境の総合監視盤として

サ ー バ ー やOS、DBと い っ た シ ス テ ム 基 盤 は、シ ス テ ム 構 成 要 素 の 中 で も 最 も 多 く の 種 類 の ツ ー ル が

存在しています。それを監視する側もそれぞれの専門技術者であり、システムやサービスの障害時には

互いに複数のログを持ち寄って、真の原因特定までタイムスタンプを頼りに議論を繰り返して来ました。

一方でエ ンドユーザーから見たアプリケーション性能への評価は、そのレスポンス時間に集約されます。 

AppDynamicsのシステム基盤監視は、これらの性能指標をアプリケーションの性能指標とリンクして

保持することにより、エンドユーザーのブラウザやモバイルから、アプリケーション、そしてインフラまで、

真の原因を単一のダッシュボードから究明可能な、エンド-to-エンド・モニタリングを実現しました。

Infrastructure インフラ監視

トランザクション実行中のインフラ性能を１つの画面で出し、

▶ アプリケーションとインフラの瞬時の切り分けを実現
ネットワーク・エージェントがアプリケーション・マップ上にネットワーク性能を表示し、

▶ 早期のネットワークとアプリケーションの切り分けを実現

アプリケーションの性能分析からワンクリックで、

▶ シームレスにデータベースへのドリルダウン分析を実現
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Business iQ
ビ
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カスタマー・ジャーニー・ダッシュボード

ビジネス・パフォーマンス・ダッシュボード

● ファネルにて、コンバージョン・レートの落ち
込みとアプリケーション性能を関連づけて表示

● リアルタイムにコンバージョン・レートの落ち
込みをアラート

CIO/ビジネス部門
個別のカスタマー・ステップが全体の動線にどう
影響しているかを把握

運用
コンバージョン分析でビジネスと開発に対して
改善すべき性能を提供。各ステップでの離脱率を
可視化

開発
自分が開発したサービスが全体のビジネスの結果に
影響していることを理解

● 収集されたビジネス指標の値を自動的に監視し、
ダッシュボードに警告を表示し、アラートを出す
ことが可能

● 1つのダッシュボードにビジネス指標とアプリ
ケーション指標（エラー数など）を併せて表示
することで関連性を把握

CIO/ビジネス部門
リ ア ル タ イ ム な ビ ジ ネ ス の 変 化 に ア ラ ー ト を
受け取る

運用
ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 性 能 と ビ ジ ネ ス の 性 能 の
関 連 性 を 把 握 す る

開発
アプリケーションの性能がユーザーへ及ぼす影響
を計測–結果、より品質の良いコードを書ける

カスタマー・セグメント・ダッシュボード

● リクエストの中からセグメント情報を識別し、
セグメント毎の性能とビジネス指標を表示

● セグメント毎にビジネス指標とアプリケーション
性能を自動的に監視。ダッシュボードに警告を
表示し、アラートを出すことが可能

開発
セグメントに対するインサイトで問題が特定され
ることで修正を早くし、アプリケーション品質の向上
を推進

サービス管理者
重要な顧客セグメントを管理

運用
重要な顧客セグメントへの性能問題を可視化し、
問題を早期に解決

リアルタイムのビジネス性能監視        

ビジネスに貢献するITのためのダッシュボード

アプリケーションのパフォーマンス、ユーザーエクスペリエンス、およびビジネス成果を明確かつ実用的な

相関関係で表し、リアルタイムにビジネスの「状況」を可視化します。それにより、ビジネススピードを高め、

強力な顧客ロイヤリティを構築することができるのです。

キャンペーンの効果の良し悪しが即時反映されるようなデジタル・ビジネスにおいて、結果をリアルタイム

に測定するにはシステム的に様々なハードルがありました。異なるソースデータベース、遅延やバッチを含んだ

データ転送、大規模なデータウェアハウスは高価であり、そこに蓄積されているデータはすでに鮮度が落ちて

いる等々。

Business iQは、性能監視のエージェント以外に何も付加すること無しに、アプリケーションのパフォー

マンス、ユーザーエクスペリエンス、およびビジネス成果を明確かつ実用的な相関関係で表し、リアル

タイムにビジネスの「状況」を可視化します。それにより、ビジネススピードを高め、強力な顧客ロイヤリ

ティを構築することができるのです。

Business iQ ビジネス監視

リアルタイムにアプリケーション固有のビジネス指標を提供し、

▶ ビジネスKPIとアプリケーション性能の相関を数値で把握し、改善を確認

一連のカスタマ・イベントの性能とビジネス・インパクトを１つのダッシュボードに表示し、

▶ ビジネスに影響を与えているステップを特定して、アプリケーションの動線を改善

顧客セグメント毎のユーザーエクスペリエンスを可視化し、

▶ 顧客セグメント特有の環境の異変を素早く検知
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そ
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● C/C++あ る い はJavaベ ー ス のIoTア プ リ ケ ー
ションを監視

● デバイスから発行されたネットワーク・リクエストを
捉え、性能を把握。サーバー側の監視と組み合わせれ
ばドリルダウンですぐにサーバー側の分析が可能

● IoTの 性 能 を ユ ー ザ ー 情 報 で セ グ メ ン ト し、
ユーザードロップオフやビジネスへのインパクトを
可視化

● デバイス側で発生したアプリケーション・エラーを
収集し、全デバイスに渡るエラーの傾向分析および
個別のデバイスでのエラー発生の両面で分析が
可能

その他の監視機能

現在のシステムは多様なテクノロジーが結びついて１つのユーザートランザクションを実行しています。

当初は性能に問題がない場合でも、周りの変化により新たなテクノロジーとの連携が必要となり、複雑

さが増すにつれて性能を保証することが難しくなってきます。AppDynamicsは様々なテクノロジーに

対応し、それらのサブシステム単位での性能を自動計測することで、従来は困難であった問題箇所の切り

分けと原因分析を実現します。

その他の監視機能

SAP監視

IoT監視

Cisco ACI インテグレーション

IBMメインフレーム監視

● SAPアプリケーションをフローマップに表示。
SAPに連携しているシステムを一緒のマップで
監視することで、各システムのSAPの利用状況を
把握

● ABAPのコードやデータベース・クエリーを可視
化し、SAPの性能問題を分析

AppDynamics と Cisco® Appl icat ion Centr ic 
Infrastructure （Cisco ACITM）ソ リ ュ ー シ ョ ン と
の統合により、アプリケーションとそれを支える
ネットワークの統一されたビューを提供

● アプリケーションレベルとネットワークレベルの
両方の問題の迅速なトラブルシューティングが可能

● AppDynamicsの ネ ッ ト ワ ー ク・ビ ュ ー で 検 知
した問題の接続部位からACIコンソールを起動
して分析

● メインフレーム・サブシステムを通るアプリケー
ション・トポロジーを自動的に発見し、マップに
描画

● 監視対象のトランザクションだけをモニタリ
ング。他の代替アプローチに比べて低負荷を実現

● IBMとAppDynamicsの パ ー ト ナ ー シ ッ プ に よ る
サポート

● オープン系のシステムとメインフレームのアプリ
ケーションのつながりを１つのマップに表示し、
メインフレームの性能が及ぼす影響を認識

SAPエージェントがシステム内のSAPサブシステムをマップ上で描画し、

▶ ABAPコードレベルで性能を可視化してSAPの問題をトラブルシュート

IoTデバイス・データとともにIoTアプリケーション性能データ、さらに中のビジネス・データを収集することで、

▶ IoTの性能分析、利用状況分析、ビジネス分析を統合して提供

メインフレームを含むシステム全体を監視し、

▶ MQ、CICS、IMS DB、DB2をトランザクション・フローマップに可視化

AppDynamicsとCisco ACI間でアプリケーションとネットワークのマッピングを行い、

▶ ACIネットワークを修正し、AppDynamicsでアプリケーション・ヘルスの改善を確認
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